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要　約

　オンライン上の私たちの挙動は，公衆ネットワーク通信網上のログとして１秒１秒膨大かつ精密な情

報として蓄積されている。昨今，オンライン上の過剰な意見の衝突がオンラインから日常生活へダイレ

クトにもたらすソーシャルリスク，フェイクニュースの膨張など懸念材料が多くニュースや書籍などで

も参照され出している。社会通念における認識や理解，定義なども良い面でも悪い面でも増長・フォー

カスされやすくなっている。社会規範から逸脱した発言における言語単位での規制は各国々のOSN

（Online Social Networks）によっても異なる。今後，合意形成に関して定量的な知見や傾向に関する

知見を集約し，社会的・経済的リスクをもたらす状況に対する定量的な見解を導く手法の提案も求めら

れるだろう。本論では，実測のデータを用いながらオンライン上のソーシャルネットワークに関する研

究と数理モデルを用いた計算社会科学的な解析アプローチによるケーススタディの比較手法の事例に関

して述べたい。

Abstract

　Our online behavior is stored as a large amount of precise information per second as a log on 

the public network communication network. Recently, excessive online conflicts of opinions are 

directly directed from online to daily life. There are many sources of concern such as social risks 

brought about and the expansion of fake news. Recognition, understanding, and definition of 
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social conventions are easy to increase and focus on both good and bad. Regulations in language 

units for statements that deviate from social norms differ depending on the OSN （Online Social 

Networks） of each country. In this paper, we would like to describe a study on online social 

networks using measured data and a case study comparison method using mathematical models.
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１章　はじめに

　オンライン上での私たちの挙動は，公衆ネット

ワーク通信網のログとして膨大な量の蓄積されて

きた。また，これまでアナログでしか確認が出来

なかった紙媒体の言論もデジタル化し，インター

ネット上の議論と合流しつつある。

　本論では，過去の雑誌・新聞など紙媒体のデジ

タルアーカイブス＊（1）を用いたデータから浮かび

上がる社会傾向を計量的に考察しつつ，メディア

における意見形成の計算社会科学的な解析手法の

ケーススタディに関して触れる［１］。

1.1　計算社会科学とは

　本論で主に用いる手法である，“計算社会科学”

とは，近年スマートフォンなどのデバイスや公衆

ネットワーク網の普及により個人と個人のWeb

との関わりがより一層広がったことに起因とする

学問である。今や，私たちは時間や場所の制約を

超えてWeb上で様々なトピックスに関して議論

や交流が可能である。また，実空間での様々な人々

の自発的な情報行動などの詳細は様々なデバイス

にデジタルデータとして記録・蓄積されるように

なり，このような大規模社会データを情報技術に

よって分析する研究が進みつつある。この学問を

人間行動・社会現象を機械学習や自然言語処理な

ど計算機を用いて定量的に理解しようとする「計

算社会科学」（Computational Social Science）

と定義している。本論は，実データ及び観察を基

盤としたメディア上における多様な現象を定量的

に解釈することを試みたもので実証的な解析に向

けたケーススタディでもある。

1.2　アーカイブスを用いた社会現象の理解

　図１のように，オフライン上のマスメディアと

考えられる新聞・雑誌のデジタルアーカイブスに

おいても2018年〜2019年にかけて時代の移り変

わりに”年号”に関する言及件数が増加し，2019

年６月以降減衰していく過程が観測できる［１］。

　オンライン上に関しても同様の時代の変化が多

様な切り口から観測できるようになっている。

　特に，1995年以降，Microsoft Windows 95の

登場などにより公衆ネットワーク・デバイスが世

界中に普及し，時空間的制約を超えた意思決定・

合意形成がなされる機会が多様なSNS＊（2）の登場

により膨れ上がった。つまり，私たちが形成しよ

うとする社会の枠組みに対しても同様に，意見の

対立・合意形成の場としてオンライン上での私た

ちの挙動が大きな役割を果たすようになってきつ

つある。

　図２や図３のように年 “々SNS”や“インターネッ

ト”を言及する傾向がオフライン上のメディアに

関しても増加傾向にあることが観測できる。オフ

ライン上においても，SNSが日常的になりつつあ

ることが推察される一つの兆候であると考える。

　また，図４のように“TV （テレビ）”に関する

図１：�全国紙・専門紙・ブロック・地方紙・スポー
ツ紙・夕刊・雑誌を対象とした全新聞・雑誌
の中で“平成”と言及された記事数（横軸：
2012/１～2019/９，縦軸：言及件数）

図２：�全国紙・専門紙・ブロック・地方紙・スポー
ツ紙・夕刊・雑誌を対象とした全新聞・雑誌
の中で“SNS”と言及された記事数（横軸：
2012/１～2019/９，縦軸：言及件数）
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